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研究成果の概要（和文）： 

国際関係論の重要分野である秩序変動の研究を、近年世界的に注目を集めているマルチエ
ージェント技法を用いて行った。理論的観念的なレベルにとどまらず、政府内、住民集団
間、国家間等さまざまなレベルの国際関係の事例についての実証研究に用いるためにモデ
ル構築をおこなった。構築したモデルは、具体的な事象について高い再現性を示すことに
成功し、それらの成果を書籍や論文のかたちで公表できた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
We explored dynamics of international order with application of multi-agent 
simulation methodology. Beyond getting insights and analogy through simplified 
abstract models, we built multi-agent model for empirical research of international 
relation. We suggested the multi-agent models could reproduce historical/actual 
process at various level (governments, nation, and international) very well.  
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１．研究開始当初の背景 
 

国際政治秩序の変動は、覇権の交代や帝国
の盛衰といった数世紀にわたる問題や、国際
通貨制度の変化や国際環境レジームの生成
といった世代単位の問題が従来から注目さ
れてきた。こうした国家を基本単位とする国
際秩序に加えて、破綻国家や内戦・地域紛争

をめぐる問題など国家を相対化した上で捉
え直す国際秩序にも関心が高まっている。こ
のような問題は、戦争と平和、国際構造の安
定・不安定性、国家の形成・分裂といった国
際関係論の中心的課題と密接に関わってき
た。これらの問題に対するアプローチとして
は、従来から哲学的な政治思想史や実証的な
国際関係史が中心で、近年になってゲーム理
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論も適用されるようになっている。 
このようなアプローチと並んで、マルチエ

ージェント・シミュレーションも非常に有望
な国際秩序変動の研究手法である。国際政治
秩序の変動を、アナーキー（無政府）という
状態において秩序がいかに生成・変動・崩壊
するのかという問題として捉えると、ミクロ
なレベルにおける主体（エージェント）の相
互作用をマクロなレベルにおける創発（秩序
生成）に関連づけるマルチエージェント・モ
デルによる研究はきわめて適切なのである。
実際、アクセルロッド（Robert Axelrod）が
進 め て き た 研 究 （ Evolution of 
Cooperation,1984; Complexity of 
Cooperation, 1997）や、セデルマン（L.-E. 
Cederman）の研究（Emerging Actors in World 
Politics, 1997）には、この技法をもちいた
モデルが登場してきている。その後、この系
譜に属す研究が散見されるようになったが、
未だに抽象度の高いモデルの解析にとどま
っており、現実の秩序変動と結びつけられた
ものはほとんどない。 

現状では、日本でも海外でも、マルチエー
ジェント・シミュレーション技法の使用と、
実証研究への適用が模索されている段階で
ある。マルチエージェント・シミュレーショ
ンを用いた研究はしばしば抽象過ぎるとの
批判を受けてきたが、そのような批判を克服
しつつ、この技法の特徴を活かした国際政治
秩序変動の研究の前進が必要とされている。 

 
 

２．研究の目的 
 

本研究は、一方では国際関係論で重要な一
角を占めている秩序研究の新しい方向を開
拓し、他方では最近注目され始めたマルチエ
ージェント・シミュレーション技法の可能性
を最大限に引き出すことにより、国際政治秩
序変動の構造と過程を、モデル分析と実証研
究と具体的に関連づけながら解明すること
を目的とした。これにより、国際関係論の一
方法としてのマルチエージェント・シミュレ
ーションの有用性を例示する。 

社会科学におけるマルチエージェント・シ
ミュレーションの可能性を追求した学術創
成研究の成果をふまえ、それを国際関係論の
分野で活かすとともに、逆にここで得た成果
を社会科学全体におけるマルチエージェン
ト・シミュレーションの可能性を広げるため
に活かし、シミュレータの機能の向上にもフ
ィードバックさせていくことをねらいとし
た。 

具体的には、国家や国家自体を構成する下
部主体などの各種の行為主体（エージェン
ト）どうしの相互作用から自己組織化される
ものとして国際政治秩序を捉え、（1）国際社

会における自己組織化のあり方、（2）対外政
策形成過程と外交交渉の動態（3）国家形成・
分裂をめぐる人間集団と組織の間の動態、
（4）国家とそれ以外の主体から成る国際社
会における秩序変動の動態、の 4 つの問題解
明を相互に関連させながら、総合的に国際政
治秩序変動の構造と過程の解明をめざした。 

特に上記の（2）（3）（4）については、現
実の国際関係事象を実証的に研究する方向
でマルチエージェント・モデルを構築して、
具体的な国際関係研究の一方法としてマル
チエージェント・シミュレーションの位置づ
けを図った。すなわち、（2）では、従来から
「２層ゲーム」として捉えられてきた問題を
マルチエージェントの相互作用の問題とし
て置き換え、意見分布と討議・交渉過程とを
連結するモデルを構築し、合意形成の動態と
秩序の生成を分析した。（3）では、主権国家・
国民国家という領域的・文化的一体性を相対
化することにより、エージェント間相互作用
としては内戦・民族紛争を主たる対象にして、
エスニシティ・政治組織・資源動員などの主
要変数を取り込んだモデルを構築し、相互作
用の様式が国家のあり方に関してどのよう
な秩序をもたらすかを分析することを目的
とした。（4）では、国際レジーム・国際シス
テムの動態に注目して、国家間や政府内にお
けるエージェント間相互作用と規範や構造
の生成・変容とを連結するモデルを構築し、
相互作用の様式が国際社会の秩序にどのよ
うな影響を及ぼすかを分析しようとした。 

 
 

３．研究の方法 
 

本研究は、（1）国際社会における自己組織
化のあり方、（2）対外政策形成過程と外交交
渉の動態、（3）国家形成・分裂をめぐる人間
集団と組織の間の動態、（4）国家とそれ以外
の主体から成る国際社会における秩序変動
の動態、という 4 つの問題について、4 年間
にわたり並列的に研究を進めた。その過程で、
原理的・理論的な問題を考察する（1）と、（2）
以下のモデル構築によるシミュレーション
分析と実証研究との連結とを相互に関連さ
せるなかで、総合的に国際政治秩序変動につ
いての新知見を示していった。 

上記（1）では、複雑性・自己組織化・秩
序創発といった概念をめぐって国際関係論
では理論的・観念的に論じられている傾向が
ある中で、そのような議論を踏まえつつも、
国家意思（対外政策）の形成、アナーキーに
おける秩序変動などについて、現実の国際関
係と（2）以下の分析結果とを考察し、比喩
を超えて実質的に意味を持つ自己組織化と
それに関連する諸概念を国際関係論に位置
付けた。 



 

 

上記（2）（3）（4）では、各々について、
既存研究の批判的検討を踏まえつつ、具体的
な事例の選定、マルチエージェント・モデル
の構築、シミュレーションの実行・分析、実
証研究との関連づけ、マルチエージェント・
シミュレーション技法の批判的検討を行っ
た。 

なお、本研究の成果は、学会報告だけでな
く、随時ホームページに公開するとともに、
ワーキングペーパーを発行した。また、3 年
次にはワークショップを主催し、本研究の途
中経過を発表して関係研究者と討議すると
ともに、日本における同種の研究グループと
の意見交換を図った。本研究終了後、最終成
果については改めて広く公開する方法を検
討する。 
 
 
４．研究成果 
 
本研究は、国際関係論の重要主題である秩序
についての研究をすすめつつ、マルチエージ
ェント・シミュレーション技法の可能性を追
求した。シミュレーションモデル分析と実証
研究を具体的に関連づけながら、国際政治秩
序変動の解明をめざした。 
 
（1）本研究で用いるマルチエージェント・
シミュレーションという技法の方法論的な
意義について、国際関係論におけるこれまで
のマルチエージェント・シミュレーション研
究の問題点の批判、一方でこの技法がもつ大
きな可能性の指摘、そして、これからの研究
計画について提言を学会で発表し学術論文
として公表することができた。 
 
（2）本研究では、①政府内あるいは政府間
での意思決定に関連する「合意形成」、②国
家内での人間集団の統合と分離に関連する
「人工国家」、③国家あるいは政治単位間の
相互作用に関連する「国際社会」それぞれの
問題領域において、モデル分析と実証研究を
進めた。 
 
①「合意形成」の領域 

政府内の対外政策形成過程および政府間
の外交交渉の動態についてのモデル分析と
実証研究をおこなった。政府内での意思決定
についてのマルチエージェント・シミュレー
ションモデルの構築を行った。特筆すべきは、
具体的な歴史事象（キューバ危機）を対象と
し、その際の政策決定者の意思決定過程につ
いてのモデルを構築した点である。歴史資料
や歴史研究にも基づいてモデル構築を行い、

これまでの国内外の既存研究をはるかに超
える水準で、歴史事象の再現に成功した。そ
の成果を書籍として公表した。 

また政府間についても、日米通商交渉につ
いての実証研究を完了し公表することがで
きた。 
 

 

 
 
②「人工国家」の領域 
国家内における集団や組織の形成や分裂

といった動態についてのモデル分析と実証
研究をおこなった。アフリカ諸国の国民統合
と分離運動についてのマルチエージェン
ト・モデルの構築を行った。実際のアフリカ
諸国の GIS（地理情報システム）データを基
礎にしてモデルを構築し、現実のアフリカ諸
国における統合と分離の動態を再現するこ
とに成功した。この成果を書籍や論文として
公表した。研究成果をもとに現実の政策が政
治状況にどう影響与えるのかについてもモ
デルを用いて踏み込んだ分析を行った。さら
に、地域国際関係の文脈からも検討できるよ
うにモデルの改良を行った。 

またナショナリズム運動における政治的
運動とそれに対する支持ついて普遍的モデ
ル構築も完了した。 
 



 

 

 
 
③「国際社会」の領域 

国家あるいは政治単位間の相互作用の動
態についてのモデル分析と実証研究を行っ
た。今、国際関係論において大きな主題とな
っている国際規範変動についてのモデルを
構築し、具体事例に基づいた実証研究と関連
づけ、学術論文として公表した。 

さらに国内体制と平和の関係、政府および
非政府組織の相互作用による秩序変動等の
モデルを構築し、実証研究を進めている段階
である。社会ネットワークの形状と政策拡散
の関係についてモデルを構築、学会において
公表した。国家に限らない政治的単位間の多
様な国家間関係についてのモデル構築を行
った。またアフリカにおける国際組織のふる
まいについての実証研究を完了し公表した。 

研究をまとめ、書籍として発表するととも
に、国家間関係についてのモデルを事例研究
に当てはめられるよう改良をおこなった。 
 

 
 
（3）シミュレータの機能向上 

シミュレータについても、出力機能を大幅
に拡張し、シミュレーションの表現力を向上
させた。組み込み関数やインターフェイスを
改良することにより大幅な機能強化を行っ
た。新たな組み込み関数や出力様式が加わり、
さらに主体間の相互作用の計算が格段に高
速化され、主体間のより複雑なモデル構築が
可能となった。開発した新機能を集成し、新

しいバージョン（3.0 版）として公開した。 
 
（4）社会科学研究、国際関係教育へのフィ
ードバック 

2010 年にはワークショップを開催し、研究
成果の一部を発表して、日本の関係研究者と
討議をおこない、有益な助言を得ることがで
きた。 

国際関係論教育のなかにマルチエージェ
ント・シミュレーション技法を導入するため、
本研究で開発しているシミュレータを用い
た解説書を英文書籍として公表した。これま
で実施した教育の経験を基に、その実施方法
の概要についてまとめて公表した。 
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